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● ともにささえあい　元気にくらせる　やすらぎの村 ●

⑴

・令和２年度事業と決算の報告
・会長就任の挨拶と新役員の紹介
・生活福祉資金のご案内
・地域福祉権利擁護事業のご案内
・ゆうあい館だよりNo.２２
・Zoomの使い方講座のお知らせ　他
・令和３年度会員会費納入のお願い

P. ２～３
P. ４
P. ５
P. ６
P. ７
P. ８
P. １０

主な内容 脳トレで脳を活性しよう！！
『文字ならべ』ばらばらになった文字を
並び替えて言葉にしてください。

❶さるとふ　⇒　？
❷そじうらいおた　⇒　？
❸びはいたないか　⇒　？
❹まゅしいうょちみ　⇒　？

村内各地でふれあいサロン開催中村内各地でふれあいサロン開催中

　サロン『ふじくら』は、一人暮らしや高齢者、転居してきた人などの交流の場として、今年
4月に新たに発足したグループです。
　6月末に、初めてのイベントとなる「よもぎうどん作り」が開かれました。よもぎは地域で
採れたものを使いました。得意な人が先生となって、こね方や伸ばし方の見本をみせると、み
なさん昔取った杵柄でさすがの手さばき！大釜でゆで、よもぎの香の良いこしのあるうどんが
出来上がりました。うどんに添えたのは、かき揚げと持ち寄った自慢の一品。「うまいねぇ！」「お
いしいねぇ♪」といつもより多い量をペロリ！食後には、藤倉小学校の昔の児童の成長を記録
したDVD鑑賞で昔を懐かしみ、おしゃべりが尽きず、あっという間の楽しい時間を過ごされた
ようです。

答えは８ページに
記載してあります
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？

？

『ふじくら』



（介護サービス・高齢者支援事業）
● 通所介護（地域密着型通所介護・通所型サービスＡ）

　活動内容

　食事や入浴サービス、

　日常生活訓練、生活相談等

　利用状況

開所日数 243日

延利用者数 3,624名

１日平均 14.9名

● 訪問介護（ホームヘルプサービス）

　活動内容

　身体介護及び生活援助サービスの提供等

　利用状況

利用者数 13名

派遣回数 852回

● 介護予防教室事業（がんばんべぇ）
● 生活支援体制整備事業（生活支援コーディネーター）
● 認知症地域支援・ケア向上事業(認知症地域推進員)
● 通所入浴サービス事業　

▲ おまつり縁日ひろばの様子（児童館）

等

日

名

令和３年８月発行（第171 号） ひのはら社協だより

⑵

令和２年度の事業と決算を報告いたします。

● 組織運営、調査研究　
● 理事会、評議員会等の開催　
● 自主財源の確保
　・会員会費、１円玉募金の確保
● 第４次檜原村地域福祉活動計画の策定
● 社協だより及びホームページでの情報提供

・募金額　７３６件　７９７，６００円

活動内容

【乳幼児と保護者の活動】

リトミック、ベビーマッサージ、救急救命講習会等

【小学生の活動】

おはなしひろば、こうさくひろば、このゆびとまれ等

【行事活動】

おまつり縁日ひろば、館外活動、観劇会、クリスマス

コンサート等

【児童館だよりの発行】

利用状況

開館日数 260日

延利用者数 5,283名

１日平均 20.3名

法人運営事業

高齢者在宅サービスセンターの運営

● ボランティアセンターの運営と事業の推進

ボランティアセンター事業

児童館の運営

生活福祉資金貸付事業

地域福祉権利擁護事業

歳末たすけあい運動事業

● ねたきり高齢者等理髪サービス
● 高齢者教養教室（書道教室）
● 配食サービス
・利用者23名　配食数1,147食
● 高齢者等外出支援
・実施回数 20回
・利用数 45名

・一般貸付　相談件数１９件　貸付中件数１５件
・特例貸付　相談件数１７件　貸付件数　１１件

・相談件数　１１件

受託事業

● 日常生活用具等の貸出し（ベッド、車イス等）
● 赤い羽根共同募金
● ふれあいサロン
　・１６団体　実施回数137回　参加者1,147名
● 安心ふれあい訪問
● ひとり暮らし高齢者(70歳以上)へおせち料理
● ねたきりの高齢者へ介護用品
● 各種団体等への助成及び支援
　・高齢者クラブ連合会
　・障がい者親の会「ひの木の会」
　・ボランティアグループ、ボランティア協力校
　・保育施設等
● 地域公益活動の推進

地域福祉事業

主な事業の報告

高齢者等外出支援の様子▶

▲ 歩行訓練の様子（通所介護）
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⑶

決算の報告

資金収支計算書 （単位：円）
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サービス区分
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地域福祉事業
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事業報告及び決算報告の詳細についてはホームページの「事業・活動内容」をご覧ください。

（障がい者通所施設）
活動内容
【通常活動】
（作業活動）
不要紙の細断、温泉カード切り、使用済み切手整理、
花壇整備、自主製品の製作・販売等

（健康維持活動）
体操、筋力トレーニング、ウォーキング、訪問歯科
による口腔チェック・歯みがき指導等

（その他の活動）
創作活動（絵画等）、リトミック、エアロビクス等

【特別活動】
クリスマス会、避難訓練、絵画の出展等
利用状況
開館日数 235日
延利用者数 928名
１日平均 3.9名

会議室の使用・温泉施設の利用に関する施設の維持管理
利用状況
会議室　　　    
利用回数 171日
延利用者数 1,494名
１日平均  8.3名
風　呂
開放日数 188日
延利用者数 5,941名
１日平均  31.6名

ゆうあい館（福祉作業所）の運営 ふれあいセンターの運営

　事業を執行するに当り、新型コロナウイルス感染
症対策として、国、東京都、檜原村の指針に基づき、
徹底した予防に努めましたが、感染拡大防止の観点
からやむを得ず中止した事業もありました（福祉バ
ザー、チャリティーゴルフ大会等）。

備考

（介護サービス・高齢者支援事業）
● 通所介護（地域密着型通所介護・通所型サービスＡ）

　活動内容

　食事や入浴サービス、

　日常生活訓練、生活相談等

　利用状況

開所日数 243日

延利用者数 3,624名

１日平均 14.9名

● 訪問介護（ホームヘルプサービス）

　活動内容

　身体介護及び生活援助サービスの提供等

　利用状況

利用者数 13名

派遣回数 852回

● 介護予防教室事業（がんばんべぇ）
● 生活支援体制整備事業（生活支援コーディネーター）
● 認知症地域支援・ケア向上事業(認知症地域推進員)
● 通所入浴サービス事業　

▲ おまつり縁日ひろばの様子（児童館）

等
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名
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● 配食サービス
・利用者23名　配食数1,147食
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・実施回数 20回
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・一般貸付　相談件数１９件　貸付中件数１５件
・特例貸付　相談件数１７件　貸付件数　１１件
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● 日常生活用具等の貸出し（ベッド、車イス等）
● 赤い羽根共同募金
● ふれあいサロン
　・１６団体　実施回数137回　参加者1,147名
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● ひとり暮らし高齢者(70歳以上)へおせち料理
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　・障がい者親の会「ひの木の会」
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新役員、評議員、評議員選任・解任委員、苦情解決第三者委員は次のとおりです。〔順不同・敬称略〕

※退任者  土屋國武（会長）、神藤公司（理事）、小峰ハツヨ（理事）、斎木京子（理事）

◆役員〔任期：令和 3年 6月 24日～令和 5年度開催の定時評議員会終結時〕

役　職
会　長
常務理事
理　事
理　事

氏　　名
数　馬　　　守
大　谷　末　美
齋　藤　　　裕
師　岡　喜久子

役　職
副会長
理　事
理　事
監　事

役　職
副会長
理　事
理　事
監　事

氏　　名
髙　　　市太郎
木　下　久美子
清　水　なを子
岡　部　義　和

氏　　名
中　村　乙　吉
久保田　　　勝
坂　本　和　子
味　岡　　　進

※退任者  野口猛（委員長）、数馬守

◆評議員選任・解任委員〔任期：令和 3年 6月 24日～令和 7年度開催の定時評議員会終結時〕

氏　　名
 岡　部　義　和

氏　　名
髙　取　弥三郎

氏　　名
髙　橋　　　勇

氏　　名
小　林　泰　代

氏　　名
出　口　惠　子

◆苦情解決第三者委員〔任期：令和 3年 4月 1日～令和 5年 3月 31日〕

氏　　名
 大　谷　由美子

氏　　名
岡　部　義　和

※退任者  小林省美、森田茂、小林隆則、小林壽美夫、小林悦雄、峯岸直作、平野武久

◆評議員〔任期：令和 3年 6月 24日～令和 7年度開催の定時評議員会終結時〕

氏　　名
川　杉　忠　愛
大久保　健　治
酒　枝　尚　雄

氏　　名
宇　田　　　快
師　岡　宏　文
久保田　節　子

氏　　名
舩　木　清　次
乙　津　芳　男

氏　　名
岡　部　広　司
野　村　重　節
髙　木　正　久

氏　　名
田　中　壽　昭
市　川　和　夫

⑷

　私こと、６月の役員改選にあたり、檜原村社会福祉協議会の会長を務めさせていただくことになりま
した。皆様には、日頃より当社協の事業運営に、ご支援とご協力を賜り心からお礼申し上げます。
　３期６年に渡り会長の職を務められた土屋國武前会長の後にこの大役を引き受けることは、責務の重
大さを考えますと身の引き締まる思いでございます。微力ではありますが、村民の皆様や関係機関の皆
様からご支援を賜りながら、全力を尽くす所存でございますので、よろしくお願い申し上げます。
　さて、全国的に急激な少子高齢化の進行や社会状況の変化で、高齢者世帯の増加や住民相互の社会
的つながりの希薄化により、人々の生活の基盤ともいえる地域社会の環境が大きく変容しております。
また、それに輪をかけるような新型コロナ感染症により、人と人の距離は一層広がらざるを得ない状況
となっており、地域における見守り活動や支え合い体制の維持・構築が課題になっております
　このような中、当社協では「ともにささえあい　元気にくらせる　やすらぎの村」を基本理念に住民同
士の「絆」を深め、支えあい助けあいが日常的に行われ、だれもが安心して暮らせるむらづくりを目指し、
檜原村当局をはじめ、関係機関との連携を密にし、役職員一丸となり事業運営を行ってまいりますので、
村民の皆様にはこれからも当社協に対し、温かいご支援とご協力を賜りますようお願い申し上げます。
　また、この改選により、ご退任されました土屋國武前会長をはじめ、当社協の運営に携わっていただ
きました各役職の皆様には、長年にわたり地域福祉のためにご尽力を賜りましたことに深く感謝を申し
上げまして、会長就任のご挨拶といたします。

会長就任のご挨拶
社会福祉法人
　檜原村社会福祉協議会

会　長　数　馬　　守　

新役員の紹介
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⑸

生活福祉資金の決定及び貸付金交付は、東京都社会福祉協議会が行います。

生活福祉資金

貸付制度の
ご案内

せい かつ ふく

かし つけ せい ど

し し きん

※資金の種類によって、貸付上限額、返済期間等の内容に違いがありますので、
　詳しくはホームページをご覧ください。  
　ご相談・お問合せ　総務担当 ☎ 042－598－0085

　金融機関や公的貸付制度からは借入が困難な所得

の少ない世帯、障がい者や介護を要する高齢者のい

る世帯に対して、資金の貸付と必要な相談支援を行

うことにより、その世帯の生活の安定と経済的自立

を図ることを目的とする社会福祉制度です。

● 福祉資金　● 緊急小口資金　● 教育支援資金

● 総合支援資金　● 不動産担保型生活資金

● 臨時特例つなぎ資金

貸付資金の種類

緊急小口資金

連帯保証人を立てられる場合は無利子、立て

られない場合は年利 1.5％の利子がつきます。

貸付利子

原則、連帯保証人が１人必要です。連帯保証人の

要件は、65歳未満であり低所得世帯の収入基準

以上の収入がある別世帯の方です。

（要件を満たす人がいない場合はご相談ください）

連帯保証人

● 借入申込書

● 住民票の写し（世帯全員分）

● 借入申込者の世帯の収入証明

　（源泉所得票の写しや確定申告書の写し等）

● 本人確認書類（運転免許証やパスポート等）

その他にも、資金の種類により必要な書類があります。

借入に必要な書類

新型コロナウイルス感染症の影響による
休業や失業で生活資金にお困りの方々へ

緊急小口資金・
総合支援資金特例貸付

のご案内
　左記にご案内しました生活福祉資
金貸付制度では、この度の新型コロ
ナウイルス感染症の影響による休業
や失業で生活資金にお悩みの方々に
向けた特例貸付があります。

新型コロナウイルス感染症の影響を
受け、休業等による収入の減少があり、
緊急かつ一時的な生活維持のための
貸付けを必要とする世帯が対象です。

総合支援資金

新型コロナウイルス感染症の影響を
受け、収入の減少や失業等により
生活に困窮し、生活再建までの間に
必要な生活費用を必要とする世帯が
対象です。

＊特例貸付の受付は、
令和3年8月末までです

檜原村社会福祉協議会
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新役員、評議員、評議員選任・解任委員、苦情解決第三者委員は次のとおりです。〔順不同・敬称略〕

※退任者  土屋國武（会長）、神藤公司（理事）、小峰ハツヨ（理事）、斎木京子（理事）

◆役員〔任期：令和 3年 6月 24日～令和 5年度開催の定時評議員会終結時〕

役　職
会　長
常務理事
理　事
理　事

氏　　名
数　馬　　　守
大　谷　末　美
齋　藤　　　裕
師　岡　喜久子

役　職
副会長
理　事
理　事
監　事

役　職
副会長
理　事
理　事
監　事

氏　　名
髙　　　市太郎
木　下　久美子
清　水　なを子
岡　部　義　和

氏　　名
中　村　乙　吉
久保田　　　勝
坂　本　和　子
味　岡　　　進

※退任者  野口猛（委員長）、数馬守

◆評議員選任・解任委員〔任期：令和 3年 6月 24日～令和 7年度開催の定時評議員会終結時〕

氏　　名
 岡　部　義　和

氏　　名
髙　取　弥三郎

氏　　名
髙　橋　　　勇

氏　　名
小　林　泰　代

氏　　名
出　口　惠　子

◆苦情解決第三者委員〔任期：令和 3年 4月 1日～令和 5年 3月 31日〕

氏　　名
 大　谷　由美子

氏　　名
岡　部　義　和

※退任者  小林省美、森田茂、小林隆則、小林壽美夫、小林悦雄、峯岸直作、平野武久

◆評議員〔任期：令和 3年 6月 24日～令和 7年度開催の定時評議員会終結時〕

氏　　名
川　杉　忠　愛
大久保　健　治
酒　枝　尚　雄

氏　　名
宇　田　　　快
師　岡　宏　文
久保田　節　子

氏　　名
舩　木　清　次
乙　津　芳　男

氏　　名
岡　部　広　司
野　村　重　節
髙　木　正　久

氏　　名
田　中　壽　昭
市　川　和　夫

⑷

　私こと、６月の役員改選にあたり、檜原村社会福祉協議会の会長を務めさせていただくことになりま
した。皆様には、日頃より当社協の事業運営に、ご支援とご協力を賜り心からお礼申し上げます。
　３期６年に渡り会長の職を務められた土屋國武前会長の後にこの大役を引き受けることは、責務の重
大さを考えますと身の引き締まる思いでございます。微力ではありますが、村民の皆様や関係機関の皆
様からご支援を賜りながら、全力を尽くす所存でございますので、よろしくお願い申し上げます。
　さて、全国的に急激な少子高齢化の進行や社会状況の変化で、高齢者世帯の増加や住民相互の社会
的つながりの希薄化により、人々の生活の基盤ともいえる地域社会の環境が大きく変容しております。
また、それに輪をかけるような新型コロナ感染症により、人と人の距離は一層広がらざるを得ない状況
となっており、地域における見守り活動や支え合い体制の維持・構築が課題になっております
　このような中、当社協では「ともにささえあい　元気にくらせる　やすらぎの村」を基本理念に住民同
士の「絆」を深め、支えあい助けあいが日常的に行われ、だれもが安心して暮らせるむらづくりを目指し、
檜原村当局をはじめ、関係機関との連携を密にし、役職員一丸となり事業運営を行ってまいりますので、
村民の皆様にはこれからも当社協に対し、温かいご支援とご協力を賜りますようお願い申し上げます。
　また、この改選により、ご退任されました土屋國武前会長をはじめ、当社協の運営に携わっていただ
きました各役職の皆様には、長年にわたり地域福祉のためにご尽力を賜りましたことに深く感謝を申し
上げまして、会長就任のご挨拶といたします。

会長就任のご挨拶
社会福祉法人
　檜原村社会福祉協議会

会　長　数　馬　　守　

新役員の紹介
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⑹

～ あなたの暮らしの“安心”をお手伝いします ～

こんなことで困ったり、不安を感じたことはありませんか？
『福祉サービスを利用したいけれど、どうしたらいいの？』
『最近、通帳やお金の置き場所をわすれてしまう…。』

『役場からいろいろな書類が届くけど、内容がよくわからない。』
『毎日の暮らしに必要なお金の管理に不安がある。』

ご相談・お問合せ　　総務担当 ☎042－598－0085

地域福祉権利擁護事業のご案内
ち いき ふく し けん り よう ご じ ぎょう

★どのような人が利用できますか？
在宅生活をされている、物忘れなどの認知症の症状や知的障がい、精神障がいなどによって必要な福
祉サービスを、自分の判断で適切に選択・利用することが難しい方にご利用いただけます。

★どのようなサービスがあるの？

★利用料はいくらかかりますか？

★サービスはどうしたら利用できますか？

「福祉サービスの利用援助」を基本として「日常的金銭管理サービス」と「書類等預かりサービス」を
組み合わせて利用いただけます。
※「日常的金銭管理サービス」と「書類等預かりサービス」のみの利用はできません。

まずは、社会福祉協議会にご相談ください。専門員が訪問いたします。

❶福祉サービスの利用援助　⇒　福祉サービスを安心して利用できるようお手伝いします。
・福祉サービスについての情報提供、助言　
・福祉サービスを利用する時や、やめる時の手続き
・福祉サービス利用料を支払うための手続き
・福祉サービスについての苦情解決制度を利用する手続き  など

基本サービス

❷日常的金銭管理サービス　⇒　毎日の暮らしに欠かせないお金の出し入れをお手伝いします。
・年金や福祉手当の受領に必要な手続き
・税金、社会保険料、公共料金、医療費、家賃などの支払いの手続き
・日常生活に必要な預金の払い戻し、預け入れ　など

❸書類等預かりサービス　　⇒　大切な通帳や証書などを安全な場所でお預かりします。
・年金証書 ・預貯金の通帳 ・権利証 ・契約書類 ・保険証書 ・実印 ・銀行印　など

オプションサービス

援　　助　　内　　容
❶

❷

❸

福祉サービスの利用援助 １回１時間まで 1,500 円
以降 30分までごとに 600 円 加算
１回１時間まで 3,000 円 
以降 30分までごとに 600 円 加算
１ヶ月 1,000 円

通帳をご本人が保管する場合

通帳をお預かりする場合

書類等預かりサービス

日常的な金銭
管理サービス

料　　　　　　金

相談の
受付

訪問・
打合せ

支援計画
の作成

サービス
の開始

契
約

手
続
き
の
流
れ
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⑺

　ゆうあい館では自主製品の布ぞうりや裂き織りポーチ、愛情こ
めて育てた、花の苗などを販売しています。布ぞうりは色々なガ
ラがありますので、見に来てください。
※製品等の売上はゆうあい館の仲間に工賃として渡します。

　以前から皆様にお願いしていました、浴衣の寄付ですが、たく
さんの方々から頂くことができました。ありがとうございました。
しかし、頂いたものは全て布ぞうり作りの材料となり、浴衣の在
庫がほとんどありません。
　皆様には引き続き、お家のタンスに眠っている浴衣や反物が
ありましたら集めていますので、ご寄付をお願いいたします。

～ 販 売 中 ～

～ 集 め て い ま す ～

ゆうあい
館の新しい職員です

　こんにちは、村野 と申
します。昨年度までは高
齢者在宅サービスセン
ターで介護の仕事をして
いました。
　皆さん、よろしくお願い
いたします。

　皆さんが安心して楽
しく通っていただける
よう、サポートできたらと
思います。
　　よろしくお願い
　いたします。　根津

ゆうあい館だより No.22
R3.8発行

手作り布ぞうり
1,000円～1,200円

裂き織りポーチ
１つ　1,500円

お問合せ　ゆうあい館： ☎042－598－1262
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⑻

● Zoomの使い方講座 ●
～初心者向け～

「オンライン会議を体験してみよう」

先着順
定員６名

　新型コロナウィルス感染症の影響により、オンラインによる話し相手ボランティアやオンラインによ
る会議が必要となってきています。しかし、日頃パソコンを使用する機会が少ない方やスマートフォン
に慣れていない方には、操作方法が分からず、参加のハードルが高いのが現状です。
　この講座ではオンラインツールとして使用されている Zoom の基本的な使い方を学びます。ご興
味のある方や「これから活用したい !!」といった方、ぜひご応募ください（職員が対応するため、簡
単な初心者向けの内容となります）。

● 日　時　令和 3年 9月 25日（土）午前 9時 30分～11時
● 会　場　やすらぎの里　ゆうあい館
● 対象者　村内在住の方（Zoomを使ったことがない方）
● 申込み　電話 又は 直接社会福祉協議会窓口までお越しください（土・日・祝日除く）。
● 受付日　令和 3年 8月 10日（火）～8月 27日（金）（8：30～17：15)
● 持ち物　お持ちのスマートフォン・タブレット・ノートパソコンのいずれかと筆記用具

（無い方には社協のパソコンをお貸しします）
● 参加費　無料（Wi-Fi に接続して行いますが、Wi-Fi に接続できない場合、インターネッ

トに接続する費用（パケット通信料）は各自の負担となります）。

お申込み・お問合せ 総務担当（檜原村ボランティアセンター）
☎ ０４２-５９８-００８５

◉ 非常勤介護職員（パート）の募集 ◉

■ 勤務日：月～金曜日の週２～４日（シフト制）

■ 資　格：普通自動車運転免許取得者

　 ※詳細は、社協のホームページを
　 　ご覧いただくか、お問い合わせください。

《お問合せ》
檜原村社会福祉協議会　高齢者在宅サービスセンター
介護サービス担当　☎ ０４２-５９８-００８５

脳トレの答え

①ふるさと
②らじおたいそう
③はなびたいかい
④しょちゅうみまい

Q&A

　檜原村高齢者在宅サービスセンターでは、高齢者介護に携わる、非常勤職員を募集して
います。介護の仕事の経験がある方も、ない方も関心と意欲のある方の応募をお待ちして
おります。
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⑼

高齢者クラブ会員募集中！！
～クラブ活動にはたくさんの笑顔と楽しい活動がいっぱい～
　檜原村では、東部長寿会、南郷天寿会、共励長寿会、樋里長寿会の４つの
クラブが各地域で活動しており、約３００人余りの会員が在籍しています。
　仲間と楽しみ、支え合いながら生きがいと健康づくりをしませんか。
シニア世代を有意義に過ごしましょう！！

［生きがい対策事業］
● カラオケ会、誕生日会、親睦旅行
［健康増進事業］ 
● ゲートボール、健康体操
［社会奉仕活動］ 
● 各地域の会館やバス停等の清掃や草むしり
● 老人ホーム等へ友愛訪問
［その他］ 
● 小学生とのふれあい給食会、議会傍聴
● 西多摩ブロック等の行事に参加
   （女性部活動、輪投げ等）

60歳以上は
どなたでも
加入できます！

主な活動内容

（※昨年度は新型コロナウィルス感染拡大防止の為、中止になった事業もあります。）

▲健康教室事業（若返りリトミック）

お問合せ

▲

檜原村高齢者クラブ連合会　事務局

檜原村社会福祉協議会　
☎042－598－0085

。
加

行

書道教室  参加者募集 !! 心温まるご寄付
ありがとうございました。　「一文字一文字心を込めて大切

に書く」そんな豊かな時間を
持ちませんか。
　教養教室の一環として、65歳以上の方
を対象に書道教室を開催しています。
書道を学んでみたい方、ご興味をお持ち
の方はお気軽にお申込み・お問合わせく
ださい。開催予定は下記のとおりです。

◆日　時：毎月２回　第２・第４火曜日
　　　　　午後１時３０分から
　　　　　午後３時００分まで
◆場　所：やすらぎの里ふれあい館 3 階
　　　　　多目的ホール　
◆対　象　６５歳以上の方
◆参加費　１ヵ月１００円

  お申込み・お問合せ  
総 務 担 当
☎042－598－0085

（令和３年４月２１日～令和３年７月１５日　順不同・敬称略）

寄付金

認可地縁団体
南郷共益会

団 体 名 金　額

110,000 円

一円玉募金

鈴木 留次郎（上元郷）

匿名（千足）

氏　名 金　額

4,812 円

1,624 円
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　この講座ではオンラインツールとして使用されている Zoom の基本的な使い方を学びます。ご興
味のある方や「これから活用したい !!」といった方、ぜひご応募ください（職員が対応するため、簡
単な初心者向けの内容となります）。

● 日　時　令和 3年 9月 25日（土）午前 9時 30分～11時
● 会　場　やすらぎの里　ゆうあい館
● 対象者　村内在住の方（Zoomを使ったことがない方）
● 申込み　電話 又は 直接社会福祉協議会窓口までお越しください（土・日・祝日除く）。
● 受付日　令和 3年 8月 10日（火）～8月 27日（金）（8：30～17：15)
● 持ち物　お持ちのスマートフォン・タブレット・ノートパソコンのいずれかと筆記用具

（無い方には社協のパソコンをお貸しします）
● 参加費　無料（Wi-Fi に接続して行いますが、Wi-Fi に接続できない場合、インターネッ

トに接続する費用（パケット通信料）は各自の負担となります）。

お申込み・お問合せ 総務担当（檜原村ボランティアセンター）
☎ ０４２-５９８-００８５

◉ 非常勤介護職員（パート）の募集 ◉

■ 勤務日：月～金曜日の週２～４日（シフト制）

■ 資　格：普通自動車運転免許取得者

　 ※詳細は、社協のホームページを
　 　ご覧いただくか、お問い合わせください。

《お問合せ》
檜原村社会福祉協議会　高齢者在宅サービスセンター
介護サービス担当　☎ ０４２-５９８-００８５

脳トレの答え

①ふるさと
②らじおたいそう
③はなびたいかい
④しょちゅうみまい

Q&A

　檜原村高齢者在宅サービスセンターでは、高齢者介護に携わる、非常勤職員を募集して
います。介護の仕事の経験がある方も、ない方も関心と意欲のある方の応募をお待ちして
おります。
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社会福祉協議会  会員会費納入のお願い

　檜原村社会福祉協議会（以下「社協」という。）は、住民が主体となり行政、ボランティ
ア等の参加や協力を得ながら、「ともにささえあい　元気にくらせる　やすらぎの村」を
キャッチフレーズに、「村民総参加の社協」を目標としております。社協の自主財源は、「会
員の皆様による会費」や「一般寄付金」「事業収入」からなり、中でも一番安定し、かつ、
大きな収入になるのが皆様からいただく会員会費になります。
　会員会費は、個人会費、賛助会費、特別会費からなり、個人会費については毎年自治会
を通じて皆様に（自治会役員の方がお伺いしましたらご協力をお願いします。）、賛助会費
については社協の役職員が商店・事業所・施設等に直接お伺いし、特別会費は村外の個人・
企業等へお願いしております。多くの皆様方に社協の事業にご賛同の上、会員になってい
ただきますようお願い申し上げます。

■ 個人会員会費　（一般世帯）　　　　　　　　　１口　１，０００円

■ 賛助会員会費　（商店・事業所・施設等）　　　１口　１，０００円

■ 特別会員会費　（村外の個人・企業等）　　　　１口　１，０００円

※各会費ともに事務局で直接お受けする事も出来ます。

◎皆様から頂いた会費は次の事業のため大切に使わせていただきます

・ふれあいサロン事業
・福祉活動団体への補助事業
・福祉用具貸出し事業
・ボランティア活動推進事業　他

　会費をいただく際に記載願います納付書・領収書の内容につきましては、本人の許可なく、
第三者に開示することはありません。
　なお、会員様のお名前、金額、自治会名につきましては、本会広報誌（社協だより）に掲載
させていただきますので予めご了承願います。

《個人情報の取扱いについて》

お問合せ　総務担当（事務局）： ☎042－598－0085


